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緒 言

アスパラガスは野菜類の中でも特に深根性であり，そ

の根は深い土層にまで分布しており，主として同化物質

を貯える太い根と，養分吸収を行う細い根とから成って

いる。また，多年生作物であるアスパラガスでは， 20年

以上にも豆って同ーの株から収穫するので栽培上根系が

特に大きな意味をもっている。

アスパラ力、スの根系については WEAVERらめをはじ

め2，3の研究者により報告されているが，これらはある
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土壌条件における一例を示したもので，わが国の主産地

における根系の実態は未だ明らかにされていなし、。した

がって産地ごとに根がどのように分布しているかを知る

ことは施肥をはじめとする土壊管理法を確立する上で極

めて重要なことである。以上の観点から北海道のアスパ

ラガス生産地において栽培されている年齢を異にするい

ろいろな株について調査を進め，土壌条件と生育に伴う

根系の発達との関連を明らかにする目的で本研究を開始

した。今回はその手はじめとして，北海道石狩町の沖積

土壌における 3年生及び6年生株を調査した結果を報告
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する。

材料及び方法

1975年3月，';><リーワシントン500'の種子を径3cm，

高さ 13.5cmのベーパーポットに播種して育商した。同

年6月この苗を北海製缶株式会社缶詰研究所石狩農場

(北海道石狩町生振)に定植し，慣行法により栽培した。

畦幅は250cm，株間は60cmで，培土は行わず，収穫

はグリーンで、行っている。

播種後3年目に当る 1977年 11月1日及び6年目に当

る1980年7月27日に畦の南端の生育良好な株をそれぞ

れ1株選び，地上部及び地下部について調査した。地下

部の調査に当っては，まず株の中心を定め，放射状に方

位を8等分して番号を付し (Fig.1)，株の中心から半径

が100cmの円を設定してその外側を 120cmの深さま

で掘り下げ，できた円柱の側面(土壌断面)に現われた根

を方位別及び深さ別に調査した。次に半径を 80cmに

縮めて注意深く掘り進め，半径80cmの円柱の側面につ

いて上と同様の方法で調査しさらに半径60cm，40cm，

20cmの円柱についても順次上と同様に調査した。 な

お，隣接株の根との混同を除くため，北側の2方位 (Fig.

1の方位番号7と8のブロック)については取りまとめ

の際に除外した。最後に根株を注意深く掘り上げ，よく

水洗いした後，地下茎に密生している根を 1本ずつ根元

から切り取り，総根数，根重，地下茎重を調査し地下

茎の分岐状態や鱗芽群についても観察した。

また， 1980年の調査時に土壊の各層について土壌分析

を行うとともに，調査した株の地上部及び地下部につい

ても無機成分の分析を行った。
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Fig. 1. Mark of each direction 

C: Center of crown 
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1-8: Mark of each block divided into 8 
di任erent direction 

実験結果

1. 土壌についての調査結果

調査した圃場の土壊は石狩川沖積土(褐色低地土)で

Table 1に示すように化学性にすぐれ，肥沃度が高く，

物理性も表層から下層まで均質，良好で根系拡大に適し

た土壌型といえる。なお，地下水位は調査時は地下約

130~140cm であったが，春先の融雪時には地下約 50cm

まで上昇する。

Table 1. Results of soil analysis 

Exchamngg/e1a0b0 le base Phosphate Com-
Soil Depth pH CEC (mg/100 g) Truog P20S Soil 
horizon 

absorption texture 
pactness* 

(cm) (H20) (me/100 g) 
CaO MgO K20 coe伍cient (mg/100 g) (mm) 

1 0-19 5.90 14.2 176 86.1 62.7 545 43.5 LS 10 

2 31 6.10 18.7 212 92.7 38.0 561 20.6 LS 22 

3 81 6.35 20.5 226 122.6 15.7 19.6 CL 17 

4 100 6.65 8.9 187 122目6 12.3 14.4 LS 15 

5 100- 5.3 12.8 120 92.7 9.5 9.8 LS 12 

* YamanaJ王a'scompactmeter 

2. 地上部についての調査結果 おりで， K20 を除けば各成分ともに葉状茎部>第2次

根系の調査に先立って茎葉を株元から刈り取って調査 側校>第1次側校>主校となっていた。 KzOは特異的

した結果は Table2のとおりであった。 3年生株と 6年 で各部位聞の含有率の相対的な違いは，他の成分の場合

生株の調査時期が異るので厳密な比較はできないが，各 ほど大きくなかった。いずれにしてもこの株は生育良好

項目とも 6年生株の方がかなり大きい。 6年生株の茎棄 な正常株といい得る。

について無機成分の分析を行った結果は Table3のと
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Table 2. Growth of the shoots 

3・year-oldplant 6-year-old plan t 

Number of shoots 13 17 

177 215 
Length of shoots 

mean (cm) 135.8 177.0 

18.8 23.0 
Diameter of stalks 

mean (mm) 9.4 15.1 

6，636 
Fruits 

weight (g) 1，884 

Total weight (g) 674 7，922 

Table 3. Results of chemical analysis of shoots 

Weight of Weight of Percentage ofl Inorganic constituent (ro per dry matter) 
raw matter dry matter dry matter 

(g) (g) (%) 
T-N P20S K20 CaO MgO 

Main stalk 870.2 205.1 23.6 0.70 0.14 2.72 0.08 0.06 

1st lateral stalk 404.3 132.7 32.8 1.56 0.28 3.06 0.13 0.15 

2nd lateral stalk 261.0 110.1 42.1 2.60 0.43 2.63 0.26 0.30 

Cladophyll 85.7 38.6 45.0 4.41 1.06 3.92 0.73 0.62 

Fruit 392.8 59.2 15.1 3.64 1.17 4.18 0.08 0.28 

3 深さと根の分布

深さを 5，15， 30， 45， 60， 75， 90， 105，及び120cmに

区分して，株の中心からの距離(円柱の半径)別に根数を

示すと Fig.2，3のとおりである。この図から明らかな

ように3年生株と 6年生株はともに地表から 15cm及び
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Fig. 2. Number of roots observed in each depth 

and distance from the center of crown in 

3・year-oldplant 

15~30 cmの範囲に分布している根が多い。そして株に

最も近い半径20cmの円柱断面では15cmまて、の層に

根が最も多いが，半径 40cm の断面になると 15~30cm

の深さの根が多くなっている。深さ 30cm以上になると

根数が減り， 60cm以上の深さではごくわずかになるが，

3年生株でも 105cm以上の深さに根が認められ， 6年生

株では 155cmの深さまで達している根が観察された。

また，株の中心からの半径が60cm以上になると，深さ

60cmまで‘の範囲で、は深さによる根の分布差が少なくな

っている。

4. 株の中心からの距離と根の分布

当然のことであるが，根数は株の中心からの距離が近

い断面ほど多く，遠くなるにつれて少ない (Fig.2， 3)。

3年生と 6年生の株を比較すると Table4のとおりで，

3年生株で、は半径100cmの断面まで伸びていた根は1本

も認められないが6年生株では50本認められた。また，

半径80cmの断面では3年生株はわずか4本であるのに

対して 6年生株では 169本の根が観察され，根域がかな

り広くなっていることがわかる。その他の各断面でも

6年生株では3年生株に比べはるかに多くの根が認めら

れ，根の密度もかなり高まっていることがわかる (Plate

1)。
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Fig. 3. Number of roots observed iri each depth 

and distance from the center of crown in 

6-year-old plant. 

Table 4. Number of roots observed in the 
side of soil column with various 

radii from the center of crown 

Radius from the 3-year-old 6・year-old
center of crown plant plant 

20cm 253 764 

40 165 415 

60 58 288 

80 4 169 

100 O 50 

Table 5. Weight of roots in each distance 

from the center of crown (6-year-

old plant) 

Radius from the 
center of crown Weight of roots 

20-40 cm 

40-60 

60-80 

80-100 

3，786 g 

1，786 

1，030 

770 

Total 7，372 

められたが，一定の傾向は認められず，根はほぼ放射状

に張っていることが確認された。

5. 根系金体の根数，根重，推定根長

根株を掘り上げて調査した結果と断面調査の数値とを

合せて根系全体の根数，根重，推定根長をまとめたのが

Table 6である。この表にみられるように， 3年生株の

全根数(地下茎に着生していた根の数)455本，総根長は

209 mに達し，根の重量は3，430g，地下茎の重量570g

であった。 6年生株はすべての項目で 3年生株の 2~3

倍， またはそれ以上の数値を示している。すなわち，

全根数 1，478 本，推定根長 600~700 mに達し，根重は

13，669 g，地下茎重1，350gであった。

Table 6. Total number， length and weight 
。froot system 
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Total number of roots 455 1，478 

Total length of roots 209.6 m 600-700 m 

Total weight of roots 3，430 g 13，669 g 

Weight of rhizome 570g 1，350 g 

Total weight of crown 4，000 g 15，019 g 

6年生株の貯蔵根について無機成分を分析した結果は

Table 7のとおりで，乾物率は上層部の根で高く，下層

の根ほど低くなっていた。また，窒素， りん酸の含有率

6年生株の根重の調査結果は Table5のとおりであっ は下層の根ほど高く，マグネシウムのそれは逆に下層部

た。根重はその根域における根量を示す指標となると考 の根において低い傾向が認められた。

えられるが，株に近い 20~40cm の範囲で最も大きし なお，掘り上げた根株の状態は PlateIIのとおりで，

株から遠ざかるにしたがって小さくなっている点は根数 3年生株の地下茎はほぼV字型に分岐しており，それぞ

と同じ傾向である。 れの先端部のほか新しい鱗芽群も数か所に認められた

方位についてはブロックによって根数に多少の差が認 (Plate II-2， 3)0 6年生株の地下茎は大きく分けて 6方向
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Tahle 7. Results of chemical analysis of 

roots (6・year-oldplant) 

Inorganic co五玩ituent

u陶陶叩刊pμ帥「t出ぺhつl「Ph恥~山e釘町………r陀m叩c印ω巴印n。fdry matter 
(cm) I (%) I T-N P20S K20 CaO乱190
0-30 8.0 1.06 0.20 3.75 0.36 0.38 

30-60 7.7 1.11 0.21 4.16 0.32 0.32 

60 6.9 1.27 0.27 4.03 0.36 0.30 

に分岐しており，新しい鱗芽群も含めると 16か所以上

に鱗芽群が認められた (PlateII-5)o Plate II-6は一つ

の鱗芽群を拡大して示したもので，発育して茎となる芽

が2列に並んでおり，先端部ほど小さくなっている。

考察

アスパラガスの根系については古く WEAVERらめが

6年生株について調査し，大部分の根は地表から 120cm 

以内に分布しているが，なかには300cm以上の深さに

達しているものもあると述べている。同じく 6年生株に

ついて調査した SCOTT2)の報告によると，地表に近い

15 cmまでの層に 72.4%の根があり， 15~30cm の層に

11.5%があり，残りの 16%の根が30cmより深い部分

に分布していたという。また， JONESら1)によると，

3年生株で根数396本，測定全根長221mに達したとい

う。本報告において調査対象となった3年生株では全根

数 455本，総根長は209mで JONESらの測定結果に近

い数値を示している。 6年生株の根数は 1，478本で総根

長は推測 600~700 mであったが，この数値は JONESら

の5年生株の測定結果である 1，178本， 628mに極めて

近い数値である点が興味深し、。すなわち，本報告におけ

る6年生株の調査日が7月であったことから根系はむし

ろ5年生株に近い状態であったと考えられるからであ

る。前出の SCOTTの調査では6年生株の根の総根長は

900m以上に達するものと推測しているが， この数値も

前二者の数値から推定できるところである。

深さによる根の分布をみると 3年生株 6年生株と

もに株に近い断面(半径20cm)では深さ 15cmまでの

層に分布している根が最も多く，深さ 15~30cm の層の

根数がこれに次いでいるが，半径40cmの円柱断面にお

いては深さ 15cm までの層よりも 15~30cm の層の根

が多い。そして半径 60cm以上の円柱断面になると 60

cmの深さまでほぼ均一に分布している (Fig.2， 3)。 こ

れはアスパラガスの根が浅い層を水平に近い方向にだけ

伸長しているのではなく，いろいろの角度で斜め下方に

内って広がっている根も多いことを示すものである。

最も深くまで達していた板については，本報告では

155cmのものを確認しているが， WEAVERらは300cm

以上に達している根を認めている。根の深さは土壊下層

部の物理的性質によるところが大きいと思われるが，わ

が国でも 300cm以上の深さまで達する根があるか否か

については今後の調査にまたなければならない。

つぎに施肥位置に関係の深い横への広がりについてみ

ると， 3年生株では株の中心から半径100cmの円柱断面

に達している根は見当たらなかったが，半径80cmの円

柱断面には4本の根が認められた。また 6年生株では

半径100cmの円柱断面にも 50本の根が認められ根域の

広がりがよく示されている。アスノミラガスの畦帳はホワ

イト用栽培で180cm，グリーン用栽培では120へ-150cm 

が標準とされているので 3年生株ですでに隣接畦の株

の根が畦聞で、相互に交錯しつつあることになる。 6年生

株で、はその交錯の程度が更に密になっていることが想像

できる。

以上は3年生及び6年生の株について，それぞれ1株

ずつ調査した結果を述べたものであるが，株による個体

差はかなり大きいものと考えられるので，すべての株が

このような状態になっているとは言えなし、。しかし，発

育良好な株は少なくともこの程度の根系をもっていると

いう実証の一例にはなるはずである。今後さらに調査個

体数を場ゃしながら，アスパラカス根系の実態について

調査を進める予定である。

摘要

アスパラガスの生長に伴う根の分布の変化を調べる目

的で物理性良く肥沃な沖積土の圃場に栽培しである 3年

生株 (1977)及び6年生株 (1980)を対象として主として

根系について調査を行った。その結果の大要はつぎのと

おりである。

(1) 株に近い(株の中心から半径20cm)断面では地表

から深さ 15cmの層に分布する根が最も多く， 15~30cm 

の層の根がこれに次いでいたが，半径40cmの断面では

逆に 15~30cm の層の根が最も多かった。半径60cm 以

上になると， 60cmの深さまでほぼ均一に根が分布して

いた。深さ 60cm以上になると根はわずかになるが，

3年生株でも 105cm以上の根が認められ， 6年生株では

155cmの深さまで達している根も観察された。

(2) 根群の横への広がりをみると 3年生株では半径

100cmの断面に達した根はみられず，半径80cmの断

面ではわずか4本認められた。 6年生株では半径100cm
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の断面に達した根が50本，半径80cmの断面では 169

本認められた。また，半径60cm以下の株に近い部分の

根の密度も 6年生株は 3年生株の 2~3 倍またはそれ以

上であった。

(3) 3年生株では全根数455本，総根長209mに達し，

根の重量3，430g，地下茎重570gであった。また 6年

生株では全根数 1，478 本，推計根長 600~700 mに達し，

根重は 13，669g，地下茎重1，350gであった。
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Summary 

Root systems of 3-year-o¥d and 6・year-o¥daspara-

gus p¥ants which were cu¥tured in the五e¥dwith 

fertile alluvia¥ soi¥ were observed in 1977 and 1980. 

The survey was carried out by the fol¥owing 

method. First， concentric circles with radii of 

100， 80， 60， 40， and 20 cm in horizonta¥ distance 

from the center of the asparagus crown were 

drawn on the soil surface， then soil was dug 
vertical¥y 120 cm or more in depth a¥ong the circle 

from the distant circle， and roots in the side of 
the soi¥ co¥umn were counted separate¥y in the 

depths. The results are summarized as fol¥ows: 

1. In the side section of soil co¥umn with a 

radius 20 cm， ¥argest number of roots was observed 
in a ¥ayer 0-15 cm in depth， and 2nd ¥argest 

number was observed in a ¥ayer 15-30 cm in depth. 

In the side section of soil co¥umn with radii 40 cm 

or more， ¥argest number of roots was observed in 

a layer 15-30 cm in depth. The number of roots 

in a layer 30 cm or more in depth was not so 

great， but some of them were observed at 105 cm 
in depth in 3-year-old plant and at 155cm in depth 

in 6-year-o¥d p¥ant. 

2. In 3・year-o¥dp¥ant， no root was observed in 

the side section of soil column with a radius 

100 cm from the center of crown， whereas 50 roots 

were observed in a 6・year-oldp¥ant in the same 

section. Number of roots observed in the side of 

soi¥ co¥umn with radii 80，60，40 and 20 cm were 2 

or 3 fold or more in the 6・year-o¥dp¥ant than in 

the 3・year-o¥done. 

3. In the 3・year-o¥dp¥ant， the tota¥ number of 
roots observed in the rhizome was 455， tota¥ length 
of roots was 209 m， tota¥ weight of roots was 3，430 g 

and weight of rhizome was 570 g. In the 6-year-o¥d 

p¥ant， the tota¥ number of roots observed in the 

rhizome was 1，478， tota¥ length of roots was 600 

or 700 m， weight of roots was 13，669 g and weight 
of rhizome was 1，350 g. 
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Explanatioll of Plate 

Plate 1 Roots appeared in the side of soil column in 3・year-oldplant (Ieft， 1-4) and 6・year-old

plant (right， 5-8) 

1 and 5: radius 80 cm from the center of crown 

2 and 6: radius 60 cm 

3 and 7: radius 40 cm 

4 and 8: radius 20 cm 

Plate II Crowns of 3・year-oldplant (left， 1-3) and 6・year-oldplant (right， 4-6) 
1 and 4: Roots 

2 and 5: Ryzome without roots 

3 and 6: Scaly buds 



八鍬・原田・高橋・田村・秋南・多賀・山谷・佐藤・山吹・山川 Plate 1 



Plate II 八鍬・原因・高橋・田村・秋南・多賀・山谷・佐藤・山吹・山川


